


要約:肢体不自由児施設である北療育医療センターを受診した患者のうち、極低出生体重

児について当院受診までの経過を明らかにすることを目的とした。最近 10 年間に北療育

医療センター外来を受診した新来院患者のうち極低出生体重児で出生した 191 例を対象と

した。初診時年齢では、1歳未満が約 30%で、3歳以上の児も 34%に認められた。主訴につ

いては、発達遅滞とともに初診時から神経学的異常を認め療育目的で来院となった児も多

く認められた。当院受診経路では病院からの紹介のうち NICU のある病院で出生後からフ

ォローされた児は 28%だった。一方で、出生後複数の病院を受診していた児や、保健所、

児童相談所、知人からの紹介となった児は 105例(55%)であり、家族の不安が強い例や、  フ

ォローや療育が不十分な児を表していた。CT や MRI などの画像とともに紹介された例は

病院からの紹介のうち 17%だった。


